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研究成果の概要（和文）： 

癌研有明病院で呼吸同期照射を行なった患者より呼吸波形を収集した。また、その波形を読み
込んで、その波形を模擬する呼吸同期ファントムを作成した。精度の高い四次元治療を行なう
ために、患者の体位変化を監視するソフトウェアを開発した。呼吸同期ファントムの利用およ
び健常ボランティア６名の協力により、そのソフトウェアを評価した。充分に臨床で許容でき
るソフトウェアであり、そのソフトウェアを利用することで呼吸同期照射の精度が高くなると
いうことを示すことができた。 
研究成果の概要（英文）： 
Many respiratory patterns were collected from Cancer Institute Hospital of JFCR. A 
respiratory motion phantom was developed, whose motion could simulate the respiratory 
pattern of patient respiratory waveform. In order to conduct high accurate 
four-dimensional treatment in radiation oncology, we developed a software to monitor 
consecutive changes of patient’s body in intra-fractional treatment. We evaluated the 
software by using the motion phantom and 6 healthy volunteers. We have shown that the 
software is sufficient for a clinical-use, and can improve respiratory treatments by using 
the software. 
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１．研究開始当初の背景 

現在、放射線治療は高精度な機器の登場によ
り、治療効果を向上させながら、副作用を減
らせるようになった。本研究では、この高精
度な機器の中で、患者の呼吸に合わせた照射
を可能にする呼吸同期照射に注目した。呼吸
同期照射は動く腫瘍への照射に対して、治療

体積を減少させることができるが、治療最中
の患者体位の変化によって精度を悪化させ
てしまう可能性がある。 

２．研究の目的 

そこで、これまでの三次元照射に対して、時
間軸を加えた呼吸同期照射の精度を向上さ
せるために患者の体位変化を検出するソフ
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トウェアを作成し、その評価のために動体フ
ァントムを作成する。 

３．研究の方法 

一般的に呼吸によって動く腫瘍は頭尾方向
に大きく動くため、その方向に動き、患者の
癌の呼吸パターンを模擬するファントムを
作成した。また、テンプレートマッチングを
利用して、患者の体位変化を検出するソフト
ウェアを作成した。体位変化を検出するソフ
トウェアは、本研究で作成したファントムの
利用および６名の健常ボランティアの協力
で、評価された。 
４．研究成果 
図１に示すように、動体ファントムを作成し、
患者パターンによって動くことを確認した。

また、図２に示すように患者の体位変化を検
出するソフトウェアを開発し、その体位変化
を示すマーカを、テンプレートマッチングを
利用したソフトウェアによって検出できた。
動体ファントムを利用した際の結果は、米国
医学物理学会の許容値、位置分解能は 2mm 以
下、時間分解能は 100ms 以下であった。この
ソフトウェアを利用し、健常ボランティアに
おいて患者の体位変化を検出できるか実験
した結果、患者の体位変化を精度良く検出す
るには、呼吸同期照射用ソフトウェアに加え

て、本ソフトウェアを利用しながら、また患
者の胸骨に体位変化を検出するマーカを置
くことが望ましいということがわかった。 
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図１ 本研究で作成した動体ファントム 

 

図 2 テンプレートマッチングを利用し
たシステムの動作例（健常ボランティアの
剣状突起に設置したマーカボックスのマ
ーカを検出している） 
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